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 本研究は、小学校高学年における児童の自己認識を自身が思う自己評価、他者に映る自

己評価（自身に対する認知的評価）、自尊感情（自身に対する感情的評価）の 3 つに分け

て捉え、（1）これら三つの発達的変化と（2）自身が思う自己評価及び他者に映る自己評

価が自尊感情に与える影響を明らかにすることを目的とした。調査では、Harter(1985)の

SPPC を参考に作成された J-SPPC(Tanaka et al,2006)を使用した。その結果、自身が思う自

己評価及び他者に映る自己評価の各領域には発達的変化が見られなかったものの自尊感

情では 4 年生と比較し、6 年生で低下が見られた。自尊感情に対する影響は、自身が思う

自己評価の容貌で最も高く、次いで他者に映る自己評価の社会性、振る舞い、学業が順に

高かった。 

キーワード：児童期後期 自身が思う自己評価 他者に映る自己評価 自尊感情 

 

問題と目的 

 児童期後期（小学校 4 年生～6 年生）は、身体的にも心理的にも大きな変化がおとずれ

る。齋藤（2004）は、この時期の児童の身体発育、とりわけ性的成熟は自分にとって違和

感を持って感じ取られる経験であるため、自分の体に注目が向くとともに自分自身につい

ても関心が向けられるようになると述べている。また、認知的な発達では、具体的操作期

から形式的操作期に入り、具体物がなくてもある程度の論理的推論が可能となったり、物

事に対して客観的な判断が出来るようになる。こうした認知発達に伴い、外山ら（2000）

は、小学校高学年の児童では、社会的比較が可能となり、客観的に自己を捉えられるよう

になることを指摘している。また、この時期、自己に対する認識は、知覚的・外面的なも

のから内面的なものへと広がりを見せるようになる（柏木，1983）。こうしたことから、

児童期後期は自己認識の発達過程において重要な時期といえる。その他、後に訪れる青年

期では、それまでの自身に対する認識をより複雑に分化させる一方で、それらを統合し、

自我の同一性を確立させなければならず、児童期後期はその準備段階としても位置づけら

れる。眞榮城（2005）は、自己を統合できることが、快適な社会生活を営む上で重要な要

因であると指摘している。現代は、「うつの時代」とも言われ（松本,2005）、成人だけでな

く、うつの子どもへの支援のあり方を検討することが急務の課題である。村田ら(1991)は、

日本の子どもたちに見られる抑うつ状態の背景に、特徴的な自己に対する価値評価基準が

あるとし、自己認識のあり方を検討することの必要性を指摘している。こうしたことから、
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本研究は、アイデンティティの形成に向かい、自己の発達において重要な意味を持つと考

えられる児童期後期を対象に彼らの自己認識のありようを明らかにすることを目的とし

た。 

児童の自己認識を明らかにするにあたっては、Harter（1985）の子どもの自己認知尺度

（以下、SPPC）を用いた研究がある。Harter(1985)は、子どもの自己認識を自己評価（Specific 

Domains）と自尊感情（global self-worth）に分けて捉えている。自己評価は、“学校の勉強

ができる”や“とても行儀がよい”などの項目からなるもので、自身の能力や適性に対する

評価といえる。Harter（1985）は、因子分析の結果より 8 歳以上の自己評価は学業（scholastic 

competence）、運動(athletic competence)、容貌(physical appearance)、社会性(social acceptance)、

振る舞い(behavioral conduct)の 5 つの特定領域から捉えられることを明らかにしている。

これらに加え、SPPC には“人間として自分自身に満足している”や“自分のような子どもが

好きだ”などの項目からなる全体的自己感（global self-worth）が置かれている。これらは、

自己評価と独立して存在し、全体的な自己の価値観を直接的に捉えることができるもので

自尊感情に相当すると考えられる。 

これまで、自己評価と自尊感情は、自己の評価的側面として、ほとんど区別することな

く用いられてきた（榎本，1998）。しかしながら、自己評価は、“勉強がよくできる”や“正

しい行いをしていない”というような自身の能力や適性に対する認知的評価であり、また、

自尊感情は、“自分のことが好きだ”というような自身に対する感情的評価であって、両者

は互いに異なった側面に対する自身への価値付けであることが考えられる。その際、児童

の精神的健康において重要であるのは“自分自身に満足している”や“自分は価値のある人

間である”など、自分自身の存在を受け入れられることである。このことは、村田ら（1991）

において、自尊感情と抑うつとの間に最も高い相関が認められたことからも言えるであろう。 

以上より、本研究は、自己評価と自尊感情のあり方が児童の心理状況に異なる意味を持

つという立場から、これらを分けて捉えることを重要と考え、上記の SPPC を基に作成さ

れた日本語版子どもの自己認識尺度（Tanaka et al,2006）を用いることとした。このことは、

不登校や抑うつの児童、また、これらを併発しやすい発達障害の子どもたちが抱える心理

的問題の背景にある自己認識のあり方を理解し、それに応じた有効な支援を考える際の重

要な視点になるものとも思われる。 

さらに、本研究は、精神的健康において重要と考える自尊感情の決定要因を明らかにす

ることを第二の目的とした。これには、以下の 2 つが考えられる。1 つは、自身の能力や

適性に対し肯定的な自己評価を行うことである。つまり、自身に対する自己評価のあり方

が自尊感情に影響することが考えられる。このことは、自己評価と自尊感情との間に相関

のあることを指摘した村田ら（1991）や自己評価が自尊感情に与える影響を検討した眞榮

城（2000）の結果からも想定される。そして、もう 1 つは、榎本（1998）の紹介する Cooley, 

C. H.が、“自尊感情を抱かせるのは、他者の目に自分の姿がどのように映っているかにつ
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いての想像、その自分の姿を他者がどのように評価しているかについての想像である”と

述べたように、肯定的な他者に映る自己評価を持つことである。すなわち、“学校の勉強

がよくできる子だと思われている”というような他者から見た自身に対する認知的評価に

よって自尊感情の形成されることが考えられる。こうしたことから、本研究は、自己評価

及び他者に映る自己評価を自尊感情の決定要因と仮定し、それらが与える影響を検討する

ことを目的とした。その際、これまで述べてきた自己評価は、他者に映る自己評価に対応

させ、便宜上、自身が思う自己評価と表記する。以後、自身が思う自己評価とは、児童が

自身のことをどのように捉えているかについての自身に対する認識を指し、他者に映る自

己評価とは、他者が自分のことをどのように捉えているかについての自身に対する認識を

指す。 

以上、本研究では、以下の 2 点を明らかにすることとした。 

（1） 児童の自身が思う自己評価、他者に映る自己評価（自身に対する認知的評価）及

び自尊感情（自身に対する感情的評価）の発達的変化を検討する 

（2） 児童の自身が思う自己評価及び他者に映る自己評価が自尊感情に与える影響を検

討する 

方法 

1. 対象児 

通常学級に在籍する小学校 4 年生から 6 年生の児童 212 名（4 年生 78 名；5 年生 76 名；

6 年生 58 名）。 

 

2. 調査期間 

2005 年 8 月 31 日～2005 年 9 月 1 日 

 

3. 調査内容 

（１） 質問紙 

①自身が思う自己評価尺度 

Harter（1985）の SPPC を参考に Tanaka et al（2006）が作成した日本版子どもの自己認

識尺度（以下、J-SPPC）のうち、学業、運動、容貌、社会性、振る舞いの 5 領域 20 項目

を使用（APPENDIX 資料 1 参照）。 

 

②他者に映る自己評価尺度 

J-SPPC(Tanaka et al,2006)の 5 領域（学業・運動・容貌・社会性・振る舞い）から容貌を

除いた 4 領域 15 項目について、母親が自分に対してどのような評価を行っていると思う

かを回答するように求めた。各項目は、“お母さんは･･･な子だと思っている”という形式

に改め、それに合うように各項目及び回答の表現を一部変更した（APPENDIX 資料 2 参照）。 
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③自尊感情尺度 

J-SPPC(Tanaka et al,2006)のうち、全体的自己感の 6 項目を使用（APPENDIX 資料 1 参照）。 

 

（２）回答方法 

Harter(1985)の用いた回答法を参考にし、2 段階からなる 4 件法によって回答を得た（最

初に左・右に書かれた“否定”・“肯定”の項目から選択（回答欄に○を記入）、ついで「すこ

しそう思う」、「とてもそう思う」から選択する（同様に回答欄に○を記入）という、二択

の繰り返しによる方法である）。各項目について、“肯定”の内容に「とてもそう思う」と

する回答を 4 点、“否定”の内容に「とてもそう思う」とする回答を 1 点とし、“肯定”・“否

定”それぞれに対し、「すこしそう思う」とする回答を 3 点・2 点とする形で得点化した。 

 

（３）調査の手続き 

各学年の学級において、質問紙を一斉配布し、担任教師が回答に関する説明を充分に行

った後、一斉に実施された。4・5 年生においては、子どもの理解を助けるため、各質問項

目を担任教師が読み上げ、適宜、語彙の意味などの補足説明を行った。6 年生は、各自で

回答し、質問がある場合は挙手し、適宜、担任教師が説明に回った。 

 

4. 分析手続き 

対象児 212 名のうち有効回答が得られた児童を分析の対象とした。各尺度における回答

者数は Table1 に示すとおりである。目的（1）の自身が思う自己評価、他者に映る自己評

価の各領域及び自尊感情の発達的変化を検討するにあたっては、一元配置の分散分析（水

準：4 年生・5 年生・6 年生）を行った。また、目的（2）の自身が思う自己評価及び他者

に映る自己評価の各領域が自尊感情に与える影響を検討するにあたっては、自身が思う自

己評価及び他者に映る自己評価を独立変数、また、自尊感情を従属変数とした重回帰分析

（ステップワイズ法）を行った。統計解析には、SPSS Ver．11.5 を用いた。 

 

Table1 各尺度における有効回答者数 

    4 年生 5 年生 6 年生 合計 

目
的
（
1
） 

自身が思う自己評価 74 72 53 199 

他者に映る自己評価 77 74 56 207 

自尊感情 77 75 57 209 

目
的
（
2
） 

自身が思う自己評価・

他者に映る自己評価・

自尊感情 

73 72 53 169 

（人） 
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結果と考察 

（１）自身が思う自己評価/他者に映る自己評価/自尊感情の発達的変化 

自身が思う自己評価、他者に映る自己評価の各領域及び自尊感情の発達的変化を捉える

ために、一元配置の分散分析（水準；4 年生・5 年生・6 年生）を行った。各学年における

自身が思う自己評価、他者に映る自己評価及び自尊感情の得点は Table2 ・Tabe3・Table4 に

示すとおりである。 

結果から、自身が思う自己評価では、学業のみに有意な差が認められた（F(2,196)=3.37，

ｐ<.05）。しかしながら、多重比較（Tukey 法）の結果、各水準間に有意な差は見られず、

小学校高学年の学年間において、いずれの領域における自身が思う自己評価にも差のない

ことが明らかとなった。SPPC を用い、小学校 4 年生から中学校 3 年生の児童を対象にし

た堤ら（1990）の研究では、運動を除く全領域において、小学生と中学生の間に有意な差

が認められ、自身が思う自己評価の低下は中学生で見られることが指摘されている。また、

眞榮城（2000）においても学業、容貌、社会性の領域で同様の結果が得られている。この

ことから、自身が思う自己評価は小学校の間では大きな変動がなく、中学生に移行する段

階において低下することが推測された。 

また、他者に映る自己評価でも全領域に有意な差は認められず、小学校高学年の間では、

いずれの領域における他者に映る自己評価にも変化のないことが示された。一方、自尊感

情では有意な差が見られ（F(2,206)=3.31，ｐ<.05）、多重比較の結果、6 年生が 4 年生と比

較して、低い自尊感情を形成していることが明らかとなった。 

以上の結果、児童期後期では、自身が思う自己評価及び他者に映る自己評価（自身に対

する認知的評価）に変化は見られないものの、自尊感情（自身に対する感情的評価）では、

4 年生と比較し、6 年生で低下の見られることが示された。このことは、この時期、児童

の自身に対する評価的認識が認知的側面と感情的側面で分化していることを示しており、

両者を分けて検討することの必要性を実証的に示している。こうした分化は、後に、自己

認識を統合していく青年期の前段階として必要な過程であることが示唆される。自己評価

（自身が思う自己評価 /他者に映る自己評価）と自尊感情を分けて捉える時、前者は自身

のある特定領域に対する評価であるのに対し、後者は自身を全体的に統合した評価である。

齋藤（2004）は、この時期の児童が「子どもでも大人でもない」境界人であると述べてい

る。境界人とは、身体の発育をひとつの契機として「子どもであること」を自ら放棄し、

親からも子ども扱いをされなくなるが、大人の地位を獲得するまでは未だ至っていない状

態をいう。自身が何者であるかわからないといった状況の中では、自己全体を統合してま

とめあげることは難しく、そうした混乱や不安が自尊感情の低下につながることが考えら

れた。また、この時期の児童が他者に映る自己への意識を高めることも自尊感情の低下の

背景にあるとも思われる。柏木（1983）は自身が思う自己評価と他者に映る自己評価との



教育ネットワークセンター年報 第 7 号 

 －50－

間にズレを感じることが、自身に対する不満や批判を生むと指摘している。こうした自身

に対する不満や批判の中で自身を上手く統合できないことが自尊感情の低下につながる

ことも考えられる。 

 

 

Table2 各学年における自身が思う自己評価の得点 

  N 学業 運動 容貌 社会性 振る舞い 

4 年生 74 2.48 （0.59） 2.08 （0.60） 2.52 （0.60） 3.13 （0.70） 2.43 （0.55） 

5 年生 72 2.48 （0.51） 1.94 （0.63） 2.44 （0.74） 3.19 （0.70） 2.44 （0.59） 

6 年生 53 2.24 （0.63） 1.86 （0.63） 2.41 （0.67） 3.17 （0.69） 2.27 （0.55） 

（ ）内は標準偏差 

 

Table3 各学年における他者に映る自己評価の得点 

  N 学業 運動 社会性 振る舞い 

4 年生 77 2.37 （0.60） 2.29 （0.67） 3.13 （0.68） 2.37 （0.64） 

5 年生 74 2.47 （0.57） 2.28 （0.61） 3.16 （0.77） 2.32 （0.64） 

6 年生 56 2.27 （0.61） 2.12 （0.70） 3.20 （0.74） 2.39 （0.64） 

（ ）内は標準偏差 

 

Table4 各学年における自尊感情の得点  

 N 自尊感情 

4 年生  77 2.81 （0.61） 

5 年生  75 2.65 （0.62） 

6 年生  57 2.53 （0.65） 

（ ）内は標準偏差 

 

（2）自身が思う自己評価及び他者に映る自己評価が自尊感情に与える影響 

自身が思う自己評価及び他者に映る自己評価に関して、それらの各領域が自尊感情に与

える影響を検討するために、自身が思う自己評価及び他者に映る自己評価を独立変数、自

尊感情を従属変数とした重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。その結果、重回帰式

は有意であり（F(4,164)=26.48、p<.001,R=.63）、自身が思う自己評価の容貌から自尊感情

に対して最も強い正のパスが示された（β=.42，p<.001）(Figure1)。続いて、他者に映る自

己評価の社会性、振る舞い、学業の順に自尊感情に対して正のパスが認められた（社会性

β=.20，p<.01;振る舞い β=.17，p<.05；学業 β=.15，p<.05）(Figure1)。 

自身が思う自己評価の中で容貌が強い影響を与えることは、眞榮城（2000）の結果と同

様であった。これについて、堤ら（1990）や眞榮城（2000）は、児童期後期が第二次性徴

による身体的変化の大きい時期であることをその要因としてあげている。こうした変化は、

人の目に触れない内面（精通・月経、等）からだけでなく、人の目に見える外見（骨格・

ひげの発毛、等）からも明らかである。そのため、この時期の児童は、他者からの指摘を
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受け、自身の身体に対する興味関心を高めるとされている（眞榮城,2000）。こうした時期

に、他者と比べて生育の遅い、または、早い自身を認識することは、焦りや劣等感となり

自尊感情の低下を招くことが予想された。また、この時期は、他者、特に異性の目を意識

し始めるころである。そのため、子どもたちは多かれ少なかれ、自分の容姿・体型を気に

するようになる（仁田，1999）。このような異性に好かれたいという思いが背景となり、

容姿や体型の美醜で心を強く悩ませることが自尊感情に影響を与えるものと考えられる。 

次に、他者に映る自己評価では、運動を除く、社会性、振る舞い、学業のすべてが自尊

感情に影響を与えていた。これらは、“誰とでも仲良くする子”、“礼儀正しく振舞える子”、

“よい成績を取る子”という様に、学校や家庭など、児童が日々の生活の中で求められる姿

と密接に関連するものである。こうした領域において、他者から容認され、支持されてい

ると認識することは、他者の期待に適っている自身への自負となる。そして、このことが

自尊感情の形成を促すことが示唆された。 

 

 

また、自尊感情を決定する 2 つの要因という点からは、自身の思う自己評価よりも他者

に映る自己評価が、多様な領域から自尊感情に影響を与えていることが示された。すなわ

ち、児童が自分自身で自身の能力や適性を認めていることよりも、他者からそれらを認め

られていると感じていることのほうが、自身に満足したり、自身を受け入れることにつな

がるということである。その理由としては、以下の 2 点があげられる。まず 1 つ目は、日

本人が他者の目に敏感であり、かつ、他者の評価を重視していることである。このことは、

自尊感情＜自信と自己受容＞と他者に映る自己評価＜他者のまなざし＞の関連を検討し

Figuer1. 自身が思う自己評価及び他者に映る自己評価と自尊感情の重回帰分析
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た梶田（1980）において、女子の自尊感情の急激な低下と他者に映る自己を強く意識する

傾向との間に関連のあることからも見て取れる。傳田(2005）は、欧米との比較において、

日本の児童に抑うつ傾向の高いことを指摘している。今回の結果より、こうした背景には、

自尊感情が他者の評価を基盤に形成されていること、そのために、その時々で異なる他者

の反応を受けて自尊感情が揺るぎやすいものになっていることが予想された。加えて、2

つ目の要因としては、仁田（1999）が“子どもの自身を受容する感覚を育てるには、他者

との関係の中で自分がどのように受け止められてきたかということに深く関連する”と指

摘しているように、この時期の児童が他者に受け入れられることを通して、自身を受け

入れられるようになるという発達段階にいることが考えられる。 

 

総合考察 

以上、本研究は、児童期後期（小学校 4 年生～6 年生）を対象に、児童の自己認識を自

身が思う自己評価、他者に映る自己評価（自身に対する認知的評価）、自尊感情（自身に

対する感情的評価）の 3 つに分けて捉え、それらの発達的変化を明らかにした。また、自

尊感情の決定要因として自身が思う自己評価と他者に映る自己評価を想定し、それらが自

尊感情に与える影響を検討した。その結果、認知的評価である自身が思う自己評価及び他

者に映る自己評価には発達段階による違いは見られなかったものの、感情的評価である自

尊感情には、4 年生と比較し、6 年生で低下が見られた。また、自身が思う自己評価及び

他者に映る自己評価が自尊感情に与える影響については、自身が思う自己評価よりも他者

に映る自己評価において、多領域から自尊感情に対する正のパスが認められた。 

今後の課題としては、今回、自尊感情の決定要因として自身が思う自己評価及び他者に

映る自己評価という 2 つの側面を取り上げたが、その内容は、自身の外見や能力に対する

認知的評価が中心であった。しかしながら、“思いやりがある”や“優しい”といった自

身の内面に対する認知的評価も自尊感情の形成に影響を与えていることが考えられる。そ

のため、これら他の要因も含めた検討が必要である。また、自尊感情が傷つくことで引き

起こされる抑うつについては、今回測定していないため、今後、これを含めたうえでの実

証的検討を行うことが求められる。また、自身が思う自己評価及び自尊感情と抑うつの関

連については検討がなされている（村田ら，1991）が、今回、自尊感情に多くの領域で影

響を与えていた他者に映る自己評価と抑うつの関連については、未だ見当の余地があり、

今後の課題と思われる。 
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資料 1 自身が思う自己評価尺度/自尊感情尺度 

資料 2 他者に映る自己評価尺度 
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